
誰しもの記憶に残る東日本大震災で津波による壊滅的な被害を被った「南三陸」は、

震災から10年以上経つ現在も、まだ復興と再生の途中にあります。

そんな「南三陸」に自ら訪れ、ボランティア活動を通して「南三陸」の現状とこの町の魅力を、

体験から学ぼうと始めたのが南三陸スタディ＆ボランティアツアーです。

今回は総勢20名の生徒が参加し、2泊3日のツアーに参加しました。

南三陸スタディ＆ボランティアツアー実施

～ボランティアを通じて学ぶ、復興と再生の町「南三陸」の現在とその魅力～

現地の方のガイドで、震災の跡がまだ生々しく残る場所へ案内してもらいました。

「この高さまで波が来た」など、被災された方々からの実際の声に、生徒たちも真剣な顔で耳を傾けます。

勉強してボランティアした後は、

もちろん海の幸を堪能しました。

ホタテや牡蠣をたらふく食べて南三陸の魅力を満喫しました。お墓の掃除やフジツボ取りのボランティア体験。


